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1. スピン偏極走査トンネル顕微鏡による表面磁性の研究 

 発展目覚ましい STM 関連技術の中で、ここ十年で特に大きな
発展を見せている測定法が、スピン偏極（SP-）STM である。
SP-STM は、表面の凹凸の情報や電子状態に加え、表面の磁気的
性質を STM の高い分解能を保ったまま観察可能にした技術で、
表面磁性の新たなプローブとして注目されている。東大物性研の
長谷川研では、最近 SP-STM の測定を確立し、表面磁性の研究を
行っている[2、3]。講演では、我々の最近の結果を紹介しながら、
測定技術を解説し、SP-STM と原子マニピュレーションを組み合
わせた、らせん磁性表面上の磁性単原子の研究についても紹介す
る[4, 5]。 
 

2. 重い電子系物質 CeCoIn5で観察された表面誘起軌道秩序 

 重い電子系物質 CeCoIn5は、高い超伝導転移温度と高純度な
試料のために、最も良く調べられた重い電子系超伝導体として
知られている。我々はこの CeCoIn5の劈開表面に対し、近年議
論され始めた STM の軌道選択性[6]（探針－試料間距離を精密
に制御することでトンネルする原子軌道を選択する）を利用し
て実験を行った。その結果、Co 最表面においては、探針を近
づけることで、原子の形状が、円形からダンベル状に変化する
ことが明らかになった。第一原理計算から、この現象は、表面
において増大したオンサイトクーロン相互作用により、d 軌道
の縮退が解け、反強的な dxz-dyz軌道秩序が誘起された結果であ
ることが示された[7]。この軌道秩序は、超伝導とも共存してお
り、その関わりに興味が持たれる。講演ではこの詳細について
説明する。 
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